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(3) IZ J-2=αn,I(u,･'1-u,･+u,･-u,･-I) - i:a nj(u,･.r u,･-1)J ∫
と書ける(図2参照)｡どちらの吸着タイプに対 しても､全- ミル トニアンは､





適当な変換で､変位 u,･と離散変数 n,･を分離することで明らかになる｡ BridgeSite吸着
について論じる｡on-Top吸着についても同様に考えることができるので､こちらは省略す
る｡ (4)式で示されるハ ミル トニアンは､














･6) u,･ - u,･ja左京
5d
ただ し､
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xO(lT l(u/-uj_I暮)-h . ト[7,(u / -u,._ )I)-h,])
となる.連続変数u,･を消去したBBタイプのモデルは､
(39) H"B孟3-Jo羅,･lt-1'-1(71Si+72Si2)(,lS,･'72Sj2)一与(hlS,.+h2S,･2)
となる｡ γ,=0､h,≧0の時､(23)式のステップ関数部分は常に1なので､FEタイプのモ
デルとしては､n=2の時と同じになる｡ゆえに､Devil'sstaircase構造がスピン1のBB
タイプのイジング系においても現れることが解る｡
§5.終わりに
基盤格子の変形を誘発する一次元吸着系を提案した｡このモデルでは､基盤格子変形を
媒介として吸着子問に長距離斥力が生 じる｡その結果､基底状態相図には多数の整合相が
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現れる. この一次元モデルをうまく組み合わせることで基底状態を正確に求めることので
きる二次元吸着モデルを作ることができる｡ 基盤格子変形による吸着子問斥力は､ここで
論じたモデル特有なものではなく､一般の二次元吸着系においても､特に基盤と吸着子の
相互作用が強いとき､重要な役割をもつと考えられる｡ 格子変形+吸着子系は､連続変数†
n状態離散変数系に一般化することができる. それから､連続変数又は離散変数を消去 し
た同値な基底状態をもつモデルを作ることもできることを示した｡
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